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(57)【要約】
【課題】冷却水循環装置において、暖機をしたいときに
エンジン側及び作動油用熱交換側への熱分配を適切に行
なうこと。
【解決手段】ヒータコア４の出口側の水温Ｔｗ２が蓄熱
タンク７内の水温Ｔｗ１よりも低い間においては、２方
弁８を閉成すると共に電動式ウォータポンプ９のポンプ
を作動させることによって、循環回路が第１及び第２の
冷却水循環回路Ｃ１，Ｃ２の２系統とされる。ヒータコ
ア４の出口側の水温Ｔｗ２が蓄熱タンク７内の水温Ｔｗ
１以上になると、電動式ウォータポンプ９の作動を継続
して２方弁８を開成することによって、循環回路が第１
及び第２の冷却水循環回路Ｃ１，Ｃ２の２系統から第３
の冷却水循環回路Ｃ３の１系統に切り替えられる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンジンと、作動油にて浸潤された状態において作動する変速機とを備えた自動車に適
用される冷却水循環装置であって、
　蓄熱タンク内に貯留された冷却水を、第１のポンプ及びエンジンの順で経由させ当該蓄
熱タンクに流入させて循環させるための第１の冷却水循環回路と、
　排熱回収器で排熱回収された冷却水を、作動油用熱交換器、第２のポンプ及びヒータコ
アの順で経由させ当該排熱回収器に流入させて循環させるための第２の冷却水循環回路と
、
　冷却水を、第１のポンプ、エンジン、弁、第２のポンプ、ヒータコア、排熱回収器、蓄
熱タンク及び第１のポンプの順で循環させるための第３の冷却水循環回路と、
　上記ヒータコアの出口側の水温が上記蓄熱タンク内の水温よりも低いときには、上記弁
を閉成すると共に上記第２のポンプを作動させることによって、循環回路を上記第１及び
第２の冷却水循環回路の２系統とし、上記ヒータコアの出口側の水温が上記蓄熱タンク内
の水温以上となったときには、上記第２のポンプの作動を継続して上記弁を開成すること
によって、循環回路を上記第１及び第２の冷却水循環回路の２系統から上記第３の冷却水
循環回路の１系統に切り替えるための制御手段とを含むことを特徴とする冷却水循環装置
。
【請求項２】
　請求項１に記載の冷却水循環装置において、
　冷却水を、第１のポンプ、エンジン、作動油用熱交換器、蓄熱タンク及び第１のポンプ
の順で循環させるための第４の冷却水循環回路をさらに含み、
　上記制御手段は、上記蓄熱タンク内及び上記ヒータコアの出口側の少なくとも一方の水
温が作動油の限界温度を考慮した設定温度を超えた場合には、上記弁の開成を継続して上
記第２のポンプの作動を停止させることによって、循環回路を上記第３の冷却水循環回路
から上記第４の冷却水循環回路に切り替えるための手段を含むことを特徴とする冷却水循
環装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の冷却水循環装置において、
　上記制御手段は、上記ヒータコアの出口側の水温が上記蓄熱タンク内の水温よりも低い
場合においてヒータ要求がなされたときには、上記第２のポンプの作動を継続して上記弁
を開成することによって、上記第１及び第２の冷却水循環回路の選択をキャンセルして上
記第３の冷却水循環回路を選択するための手段をさらに含むことを特徴とする冷却水循環
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エンジンと、作動油にて浸潤された状態において作動する変速機とを備えた
自動車に適用される冷却水循環装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車に搭載されるエンジンは、エンジンの運転時に高温となった冷却水を蓄熱状態で
貯蔵する蓄熱タンクを設け、エンジンの次回の始動時に蓄熱タンク内の高温な冷却水（蓄
熱温水）をエンジンやヒータコアへ供給する技術が種々提案されている。
【０００３】
　このような技術の典型的な例としては、特許文献１にて提案されたものを挙げることが
できる。
【０００４】
　この特許文献１では、ヒータ要求が発生しているときには蓄熱タンクに蓄えられた熱を
利用してヒータコアのみが暖められ、ヒータ要求が発生していないときには蓄熱タンクに
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蓄えられた熱を利用してエンジンのみが暖められる旨が開示されている。
【０００５】
　上記蓄熱タンクに蓄えられる熱量は有限であるため、その有限な熱量を効率的に利用す
る必要がある。
【０００６】
　ところが、上記特許文献１に記載の技術では、ヒータ要求の有無のみを考慮してエンジ
ン及びヒータコアの何れか一方のみへ蓄熱温水を供給するよう構成されている。そのため
、蓄熱タンクに蓄えられた熱量を効率的に利用しているとは言い難い。
【０００７】
　これに対処するため、特許文献２では、蓄熱タンクに蓄えられた熱の効率的な利用を図
り、もってヒータコア等に代表される機関関連要素やエンジンを好適に暖めることができ
る技術が提案されている。
【０００８】
　この特許文献２に係る技術は、蓄熱タンク内に貯蔵された高温の冷却水をエンジンと機
関関連要素とへ選択的に供給可能な蓄熱装置を備えた内燃機関において、上記冷却水の供
給開始時点からの経過時点に応じて、当該冷却水の供給先を切り替えることにより、エン
ジン及び機関関連要素の双方を暖めるものである。
【特許文献１】特開平７－２５７１５４号公報
【特許文献２】特開２００３－３２２０１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ところで、エンジンと、作動油にて浸潤された状態において作動する変速機とを備えた
自動車に適用される冷却水循環装置においては、暖機をしたいときに、初期は蓄熱タンク
でエンジンを暖機しその後はエンジンの燃焼熱でエンジンを暖機すると同時に、排熱回収
器を熱源として作動油用熱交換器及びその循環回路を暖機し、それによって冷却水循環装
置内での熱の分配が適切に行なわれるようにすることが要望されている。
【００１０】
　しかしながら、上記特許文献２に記載の技術を上記エンジン及び変速機を備えた冷却水
循環回路に適用した場合には、冷却水の供給開始時点からの経過時点に応じて、当該冷却
水の供給先が切り替えられるので、蓄熱タンク内に貯蔵された高温の冷却水により、先ず
エンジンが暖められ、次いで作動油用熱交換器が暖められることになり、上記の要望に応
えることができない。
【００１１】
　本発明は、上記技術的課題に鑑みなされたもので、暖機をしたいときにエンジン側及び
作動油用熱交換側への熱の分配が適切に行なわれる冷却水循環装置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するため、本発明に係る冷却水循環装置は、エンジンと、作動油にて浸
潤された状態において作動する変速機とを備えた自動車に適用される冷却水循環装置であ
って、蓄熱タンク内に貯留された冷却水を、第１のポンプ及びエンジンの順で経由させ当
該蓄熱タンクに流入させて循環させるための第１の冷却水循環回路と、排熱回収器で排熱
回収された冷却水を、作動油用熱交換器、第２のポンプ及びヒータコアの順で経由させ当
該排熱回収器に流入させて循環させるための第２の冷却水循環回路と、冷却水を、第１の
ポンプ、エンジン、弁、第２のポンプ、ヒータコア、排熱回収器、蓄熱タンク及び第１の
ポンプの順で循環させるための第３の冷却水循環回路と、上記ヒータコアの出口側の水温
が上記蓄熱タンク内の水温よりも低いときには、上記弁を閉成すると共に上記第２のポン
プを作動させることによって、循環回路を上記第１及び第２の冷却水循環回路の２系統と
し、上記ヒータコアの出口側の水温が上記蓄熱タンク内の水温以上となったときには、上
記第２のポンプの作動を継続して上記弁を開成することによって、循環回路を上記第１及
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び第２の冷却水循環回路の２系統から上記第３の冷却水循環回路の１系統に切り替えるた
めの制御手段とを含む。
【００１３】
　上記構成において、ヒータコアの出口側の水温が蓄熱タンク内の水温よりも低い間にお
いては、弁を閉成すると共に第２のポンプを作動させることによって、循環回路が第１及
び第２の冷却水循環回路の２系統とされる。そして、ヒータコアの出口側の水温が蓄熱タ
ンク内の水温以上になると、第２のポンプの作動を継続して弁を開成することによって、
循環回路が第１及び第２の冷却水循環回路の２系統から第３の冷却水循環回路の１系統に
切り替えられる。このように、ヒータコアの出口側及び蓄熱タンク内の水温に応じて、循
環回路の切り替えが行なわれるので、暖機をしたいときに、初期は蓄熱タンクでエンジン
が暖機されその後にエンジンの燃焼熱でエンジンが暖機されると同時に、排熱回収器を熱
源として作動油用熱交換器及びその循環回路が暖機される。その結果、冷却水循環装置内
での熱の分配が適切に行なわれるようになる。
【００１４】
　ところで、上記第３の冷却水循環回路が成立した状態で高負荷運転が続くと、エンジン
内の水温が上昇する。
【００１５】
　そこで、上記冷却水循環装置は、冷却水を、第１のポンプ、エンジン、作動油用熱交換
器、蓄熱タンク及び第１のポンプの順で循環させるための第４の冷却水循環回路をさらに
含み、上記制御手段は、上記蓄熱タンク内及び上記ヒータコアの出口側の少なくとも一方
の水温が作動油の限界温度を考慮した設定温度を超えた場合には、上記弁の開成を継続し
て上記第２のポンプの作動を停止させることによって、循環回路を上記第３の冷却水循環
回路から上記第４の冷却水循環回路に切り替えるための手段を含む。
【００１６】
　また、ユーザによっては、ヒータコアの出口側の水温が蓄熱タンク内の水温よりも低い
場合であっても、ヒータ要求をなす場合がある。
【００１７】
　そこで、上記冷却水循環装置において、上記制御手段は、上記ヒータコアの出口側の水
温が上記蓄熱タンク内の水温よりも低い場合においてヒータ要求がなされたときには、上
記第２のポンプの作動を継続して上記弁を開成することによって、上記第１及び第２の冷
却水循環回路の選択をキャンセルして上記第３の冷却水循環回路を選択するための手段を
さらに含む。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によると、暖機時に必要のない所に熱が供給されることがなくなり、暖機をした
いときにエンジン側及び作動油用熱交換側への熱の分配が適切に行なわれる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態を添付図面に基づいて詳細に説明する。
【００２０】
　＜全体構成＞
　図１は本発明の実施の形態に係る冷却水循環装置の冷却水の循環系統を簡略化して示す
回路図である。
【００２１】
　図１を参照して、本実施の形態に係る冷却水循環装置は、エンジンＥと、作動油にて浸
潤された状態において作動する変速機（図示せず。）とを備えた自動車に適用されるもの
であって、ラジエータ１、サーモスタット２、機械式ウォータポンプ３、ヒータコア４、
排熱回収器５、作動油用熱交換器６、蓄熱タンク７、２方弁８、電動式ウォータポンプ９
、並びにこれら各機器１，２，３，４，５，６，７，８，９を接続する配管及びホースＨ
１，Ｈ２，Ｈ３，Ｈ４，Ｈ５，Ｈ６，Ｈ７，Ｈ８，Ｈ９，Ｈ１０，Ｈ１１を含む。なお、
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作動油用熱交換器６としては、ＣＶＴ（Ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓｌｙ　Ｖａｒｉａｂｌｅ　
Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）ウォーマやＡＴＦ（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｔｒａｎｓｍｉｓ
ｓｉｏｎ　Ｆｉｅｌｄ）ウォーマ等が採用される。
【００２２】
　具体的には、ラジエータ１のロアタンク１１とサーモスタット２とは、ロアホースＨ１
によって接続されている。
【００２３】
　機械式ウォータポンプ３の吐出口は、エンジンＥのウォータジャケットに連通している
。このウォータジャケットでは、機械式ウォータポンプ３からの冷却水がシリンダブロッ
ク側のウォータジャケットを経た後、シリンダヘッド側のウォータジャケットに導入され
、その後、取り出し管Ｈ２によってエンジンＥから取り出される。
【００２４】
　取り出し管Ｈ２は、ラジエータ１側及びヒータコア４側に分岐されている。この取り出
し管Ｈ２の一方は、アッパホースＨ３を介してラジエータ１のアッパタンク１２に接続さ
れ、他方は、第１のホースＨ４を介して２方弁８に接続されている。この２方弁８と電動
式ウォータポンプ９の吸入側とは、第２のホースＨ５によって接続されている。
【００２５】
　電動式ウォータポンプ９の吐出口は、第３のホースＨ６を介してヒータコア４の入口側
に接続されている。
【００２６】
　ヒータコア４の出口側と排熱回収器５の流入側とは、第４のホースＨ７によって接続さ
れている。
【００２７】
　排熱回収器５の流出側は、第５のホースＨ８を介して蓄熱タンク７に接続されている。
この蓄熱タンク７と機械式ウォータポンプ３の吸入側とは、第６のホースＨ９を介して接
続されている。
【００２８】
　２方弁８の上流側であって第１のホースＨ４の途中部と蓄熱タンク７とは、ヒータコア
４、排熱回収器５、作動油用熱交換器６及び電動式ウォータポンプ９をバイパスする第７
のホースＨ１０が接続されている。
【００２９】
　２方弁８及び電動式ウォータポンプ９の両者の間であって第２のホースＨ５の途中部と
排熱回収器５及び蓄熱タンク７の両者の間であって第５のホースＨ８の途中部とは、ヒー
タコア４、排熱回収器５及び電動式ウォータポンプ９をバイパスする第８のホースＨ１１
によって接続されている。この第８のホースＨ１１の途中部には、作動油用熱交換器６が
設けられている。
【００３０】
　すなわち、本冷却水循環装置は、第１のホースＨ４、第７のホースＨ１０及び第６のホ
ースＨ９で構成されており、蓄熱タンク７内に貯留された高温の冷却水を、機械式ウォー
タポンプ３及びエンジンＥの順で経由させ蓄熱タンク７に流入させて循環させるための第
１の冷却水循環回路Ｃ１（図５参照）と、第２のホースＨ５、第３のホースＨ６、第４の
ホースＨ７、第５のホースＨ８及び第８のホースＨ１１で構成されており、排熱回収器５
で排熱回収された高温の冷却水を、作動油用熱交換器６、電動式ウォータポンプ９及びヒ
ータコア４の順で経由させ排熱回収器５に流入させて循環させるための第２の冷却水循環
回路Ｃ２（図５参照）と、第１のホースＨ４、第２のホースＨ５、第３のホースＨ６、第
４のホースＨ７、第５のホースＨ８及び第６のホースＨ９で構成されており、冷却水を、
機械式ウォータポンプ３、エンジンＥ、２方弁８、電動式ウォータポンプ９、ヒータコア
４、排熱回収器５、蓄熱タンク７及び機械式ウォータポンプ３の順で循環させるための第
３の冷却水循環回路Ｃ３（図６参照）と、第１のホースＨ４、第２のホースＨ５、第８の
ホースＨ１１、第５のホースＨ８及び第６のホースＨ９で構成されており、冷却水を、機
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械式ウォータポンプ３、エンジンＥ、作動油用熱交換器６、蓄熱タンク７及び機械式ウォ
ータポンプ３の順で循環させるための第４の冷却水循環回路Ｃ４（図７参照）とを備えて
いる。
【００３１】
　＜排熱回収器５の構成＞
　図２は排熱回収器５の内部構造を示し、排気ガスの流通方向に沿って切断した縦断面図
である。また、図３は図２（ａ）においてＩＩＩ－ＩＩＩ線に対応した位置における断面
図である。
【００３２】
　図２及び図３を参照して、上記排熱回収器５は、略円筒形状の部材であって、その外周
側に配設された排熱回収部５Ａと、排熱回収部５Ａよりも内周側に配設された消音部５Ｂ
とを備え、これらが一体形成された構成となっている。
【００３３】
　具体的には、排熱回収器５は、外筒部材５１、中間筒部材５２、内筒部材５３の３つの
部材により略三重管構造で構成されている。そして、外筒部材５１と中間筒部材５２との
間の空間において上記排熱回収部５Ａが構成されていると共に、内筒部材５３によって上
記消音部５Ｂが構成されている。
【００３４】
　外筒部材５１は、排気ガス流通方向の中央部分が、比較的大径の円筒形状で成る本体部
５１ａとなっている一方、排気ガス流通方向の両端部が、それぞれ排気管７に接続する導
入側接続管部５１ｂ及び排出側接続管部５１ｃとして形成されている。つまり、エンジン
Ｅから排出されて排気管７を流れてきた排気ガスは導入側接続管部５１ｂより排熱回収器
５内に導入され、排熱回収動作及び消音動作を経た後、排出側接続管部５１ｃから排気管
７の下流側に向けて排出されることになる。
【００３５】
　中間筒部材５２は、円筒形状の部材であり、その外周面と上記外筒部材５１の本体部５
１ａの内周面との間に排熱回収空間（ガス流路）５４を形成している。そして、この中間
筒部材５２には、一端が上記の第２のホースＨ５に、他端が上記の第３のホースＨ６にそ
れぞれ接続する螺旋配管５５が巻き付けられている。この螺旋配管５５は、両端が上記外
筒部材５１の本体部５１ａを貫通して排熱回収空間５４に配置されていると共に、排熱回
収空間５４の内部にあっては外筒部材５１の本体部５１ａの内周面との間に所定間隔を存
するように配設されている。つまり、この螺旋配管５５の管体の外径寸法は排熱回収空間
５４の高さ寸法よりも僅かに小さく設定されている。このため、排熱回収部５Ａを排気ガ
スが流れる際には、この螺旋配管５５よりも外周側（外筒部材５１の内周面側）の空間（
排熱回収空間５４）を流れる排気ガスと螺旋配管５５の内部を流れる冷却水との間で熱交
換が行われ、排気ガスの熱が冷却水に与えられて排気ガスの温度が低下すると共に冷却水
の温度が上昇することになる。また、この螺旋配管５５は、中間筒部材５２における排気
ガス流通方向の一端から他端に亘って配設されており、その内部における冷却水の流通方
向としては、排熱回収器５の排気ガス導入側が冷却水の入口側であり、排熱回収器５の排
気ガス排出側が冷却水の出口側となるように、上記の第２のホースＨ５及び第３のホース
Ｈ６が接続されている。
【００３６】
　内筒部材５３は、上記中間筒部材５２の内周面に取り付けられた筒体で成り、排気ガス
流通方向の上流側から小断面通路部５６及び大断面通路部５７が順に形成されている。小
断面通路部５６は内部の通路断面積が上記排気管７の通路断面積よりも僅かに小径であっ
て、その軸心方向の長さ寸法は内筒部材５３の全長の約１／４程度に設定されている。そ
して、この小断面通路部５６の排気ガス流通方向の上流端が消音部５Ｂの排気ガス流入口
５６ａとして形成されている。一方、大断面通路部５７は内部の通路断面積が上記小断面
通路部５６の通路断面積及び排気管７の通路断面積よりも大径であって、その軸心方向の
長さ寸法は内筒部材５３の全長の約３／４程度に設定されている。そして、この大断面通
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路部５７の排気ガス流通方向の下流端が消音部５Ｂの排気ガス流出口５７ａとして形成さ
れている。このようにして小断面通路部５６及び大断面通路部５７が形成されているため
、この小断面通路部５６と大断面通路部５７との境界部分には段部Ａが形成され、小断面
通路部５６から大断面通路部５７に亘って流路が拡張されている。
【００３７】
　そして、上記大断面通路部５７には、排気ガス流出口５７ａを開閉可能とする開閉弁５
８が備えられている。この開閉弁５８は、排気ガス流出口５７ａの開口形状に略一致する
円板形状で成り、上記中間筒部材５２の内周面の上端部分に取り付けられた回動軸５８ａ
に支持されて水平軸回りに回動し、排気ガス流出口５７ａを開閉可能としている。また、
この回動軸５８ａにはスプリングが巻き付けられており、このスプリングの付勢力によっ
て開閉弁５８は排気ガス流出口５７ａを閉鎖する方向への付勢力が付与されている。した
がって、この開閉弁５８によって排気ガス流出口５７ａが閉鎖されている状態では、内筒
部材５３の内部空間は一方側（排気ガス流通方向の上流側）のみが開放された空間となり
、開閉弁５８によって排気ガス流出口５７ａが開放されている状態では、内筒部材５３の
内部空間は上流側及び下流側共に開放された空間となる。
【００３８】
　＜電気的構成＞
　図４は冷却水循環装置の電気的構成を示すブロック図である。
【００３９】
　図４を参照して、本冷却水循環装置は、ＥＣＵ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　Ｕｎｉｔ）１００を含む。ＥＣＵ１００は、冷却水循環装置の制御中枢を司るもので
あって、ＣＰU、ＲＯＭ及びＲＡＭ等から構成される。このＥＣＵ１００には、水温セン
サ１０１，１０２の各検出信号、及びヒータスイッチ１０３のスイッチング信号が与えら
れる。これらの各出信号に基づいて、ＥＣＵ１００は、上記の２方弁８及び電動式ウォー
タポンプ８に加えて、上記のヒータコア４に関連するブロワ１０４を制御する。
【００４０】
　第１の水温センサ１０１は、蓄熱タンク７内の水温Ｔｗ１を検出するためのセンサであ
って、図１に示すように、蓄熱タンク７に臨ませてある。一方、第２の水温センサ１０２
は、ヒータコア４の出口側の水温Ｔｗ２を検出するためのセンサであって、図１に示すよ
うに、ヒータコア４と排熱回収器５とを接続する第４のホースＨ７のヒータコア４側に臨
ませてある。
【００４１】
　＜動作＞
　図５～図７を参照して、本冷却水循環装置の動作について説明する。
【００４２】
　第１及び第２の水温センサ１０１，１０２の各検出信号に基づいて、ヒータコア４の出
口側の水温Ｔｗ２が蓄熱タンク７内の水温Ｔｗ１より低いと判断すると、ＥＣＵ１００は
、図５に示すように、２方弁８を閉成し電動式ウォータポンプ９を作動させる。これによ
り、第１のホースＨ４、第７のホースＨ１０及び第６のホースＨ９で構成される第１の冷
却水循環回路Ｃ１と、第２のホースＨ５、第３のホースＨ６、第４のホースＨ７、第５の
ホースＨ８及び第８のホースＨ１１で構成される第２の冷却水循環回路Ｃ３とが成立する
。このように循環回路として２系統が成立すると、第１の冷却水循環回路Ｃ１内では、蓄
熱タンク７内に貯留された高温の冷却水が、機械式ウォータポンプ３及びエンジンＥの順
で経由して蓄熱タンク７に流入し循環する。これと同時に、第２の冷却水循環回路Ｃ２内
では、排熱回収器５で排熱回収された高温の冷却水が、作動油用熱交換器６、電動式ウォ
ータポンプ９及びヒータコア４の順で経由して排熱回収器５に流し循環する。そのため、
暖機時には、初期は蓄熱タンク７でエンジンＥが暖機されその後にエンジンＥの燃焼熱で
エンジンＥが暖機されると同時に、排熱回収器５を熱源として作動油用熱交換器６及び第
２の冷却水循環回路Ｃ２内のホースＨ５，Ｈ６，Ｈ７，Ｈ８，Ｈ１１が暖機される。
【００４３】
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　そして、第１及び第２の水温センサ１０１，１０２の各検出信号に基づいて、ヒータコ
ア４の出口側の水温Ｔｗ２が蓄熱タンク７内の水温Ｔｗ１以上になったと判断すると、Ｅ
ＣＵ１００は、図６に示すように、電動式ウォータポンプ９の作動を継続し２方弁８を開
成する。これにより、第１のホースＨ４、第２のホースＨ５、第３のホースＨ６、第４の
ホースＨ７、第５のホースＨ８及び第６のホースＨ９で構成される第３の冷却水循環回路
Ｃ３が成立する。このように循環回路が１系統になると、第３の冷却水循環回路Ｃ３内で
は、冷却水が、機械式ウォータポンプ３、エンジンＥ、２方弁８、電動式ウォータポンプ
９、ヒータコア４、排熱回収器５、蓄熱タンク７及び機械式ウォータポンプ３の順で循環
する。このとき、作動油用熱交換器６及び蓄熱タンク７には、成り行きで上記冷却水が流
入する。
【００４４】
　上記の図６に示す状態で高負荷運転が続くと、エンジンＥ内の水温が上昇する。第１及
び第２の水温センサ１０１，１０２の各検出信号に基づいて、上記蓄熱タンク７内の水温
Ｔｗ１及び上記ヒータコア４の出口側の水温Ｔｗ２の少なくとも一方の水温が作動油の限
界温度を考慮した設定温度（例えば、１２５℃）を超えたと判断すると、ＥＣＵ１００は
、図７に示すように、２方弁８の開成を継続し電動式ウォータポンプ９の作動を停止させ
る。これにより、第１のホースＨ４、第２のホースＨ５、第８のホースＨ１１、第５のホ
ースＨ８及び第６のホースＨ９で構成される第４の冷却水循環回路Ｃ４が成立する。この
第４の冷却水循環回路Ｃ４内では、冷却水が、機械式ウォータポンプ３、エンジンＥ及び
作動油用熱交換器６、蓄熱タンク７及び機械式ウォータポンプ３の順で循環する。そのた
め、作動油熱交換器６への冷却水の流入量が増大し、冷却性能が上がる。なお、このとき
、蓄熱タンク７には、成り行きで上記冷却水が流入する。
【００４５】
　また、ヒータコア４の出口側の水温Ｔｗ２が蓄熱タンク７内の水温Ｔｗ１よりも低い場
合であっても、ヒータ要求をなす場合がユーザも存在する。上記のヒータコア４の出口側
の水温Ｔｗ２が蓄熱タンク７内の水温Ｔｗ１よりも低い場合において、ヒータスイッチ１
０３のＯＮ信号を受信すると、ＥＣＵ１００は、ユーザによりヒータ要求がなされたと判
断してブロワ１０４を作動させる。このとき同時に、ＥＣＵ１００は、電動式ウォータポ
ンプ９の作動を継続し２方弁８を開成することによって、図５に示した、上記の第１及び
第２の冷却水循環回路Ｃ１，Ｃ２の選択をキャンセルし、図６に示した、上記の第３の冷
却水循環回路Ｃ３を選択する。そのため、第３の冷却水循環回路Ｃ３内でヒータコア４が
暖機される。
【００４６】
　＜作用・効果＞
　本実施の形態によると、以下の作用・効果を奏する。
【００４７】
　ヒータコア４の出口側の水温Ｔｗ２が蓄熱タンク７内の水温Ｔｗ１よりも低い間におい
ては、２方弁８を閉成すると共に電動式ウォータポンプ９のポンプを作動させることによ
って、循環回路が上記の第１及び第２の冷却水循環回路Ｃ１，Ｃ２の２系統とされ、ヒー
タコア４の出口側の水温Ｔｗ２が蓄熱タンク７内の水温Ｔｗ１以上になると、電動式ウォ
ータポンプ９の作動を継続して２方弁８を開成することによって、循環回路が上記の第１
及び第２の冷却水循環回路Ｃ１，Ｃ２の２系統から上記の第３の冷却水循環回路Ｃ３の１
系統に切り替えられる。このように、ヒータコア４の出口側及び蓄熱タンク７内の水温Ｔ
ｗ１，Ｔｗ２に応じて、循環回路の切り替えが行なわれるので、暖機をしたいときに、初
期は蓄熱タンク７でエンジンＥが暖機されその後にエンジンＥの燃焼熱でエンジンＥが暖
機されると同時に、排熱回収器５を熱源として作動油用熱交換器６及び第２の循環回路Ｃ
２を構成するホースＨ５，Ｈ６，Ｈ７，Ｈ８，Ｈ１１が暖機される。そのため、暖機時に
必要のない所に熱が供給されることがなくなる。その結果、暖機時におけるエンジンＥ側
及び作動油用熱交換６側への熱の分配が適切に行なわれるようになる。
【００４８】
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　また、第３の循環回路Ｃ３が成立した状態で高負荷運転が続くと、エンジンＥ内の水温
が上昇するが、蓄熱タンク７内及びヒータコア４の出口側の少なくとも一方の水温が作動
油の限界温度を考慮した設定温度を超えた場合には、２方弁８の開成を継続して電動式ウ
ォータポンプ９の作動を停止させることによって、循環回路を上記の第３の冷却水循環回
路Ｃ３から上記の第４の冷却水循環回路Ｃ４に切り替えられる。そのため、作動油用熱交
換器６への冷却水の流入量が増大する。その結果、冷却水循環装置の冷却性能が向上する
。
【００４９】
　さらに、ヒータコア４の出口側の水温Ｔｗ２が蓄熱タンク７内の水温Ｔｗ１よりも低い
場合においてヒータ要求がなされたときには、電動式ウォータポンプ９の作動を継続して
２方弁８を開成することによって、上記の第１及び第２の冷却水循環回路Ｃ１，Ｃ２の選
択をキャンセルして上記の第３の冷却水循環回路Ｃ３が選択されるので、暖機中にヒータ
要求をなすユーザにも対処できる。
【００５０】
　なお、本発明は上記実施の形態に限定されるものではない。例えば、上記実施の形態に
おいては、本発明をＣＶＴ車やＡＴ車に適用した例について記載した。しかし、本発明は
、そのような構成には限定されない。本発明をマニュアル車に適用しても、本発明の目的
は十分に達成し得る。その他、本明細書に添付の特許請求の範囲内での種々の設計変更及
び修正を加え得ることは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明の実施の形態に係る冷却水循環装置の冷却水循環系統を簡略化して示す図
である。
【図２】排熱回収器の内部構造を示す断面図であって、（ａ）は開閉弁の閉鎖状態を示し
、（ｂ）は開閉弁の解放状態を示す。
【図３】図２（ａ）においてＩＩＩ－ＩＩＩ線に対応した位置における断面図である。
【図４】冷却水循環装置の電気的構成を示すブロック図である。
【図５】ヒータコアの出口側の水温が蓄熱タンク内の水温より低いときの冷却水循環経路
を示す図である。
【図６】ヒータコアの出口側の水温が蓄熱タンク内の水温以上になったときの冷却水循環
経路を示す図である。
【図７】蓄熱タンク内及びヒータコアの出口側の少なくとも一方の水温が作動油の限界温
度を考慮した設定温度に達したときの冷却水循環経路を示す図である。
【符号の説明】
【００５２】
Ｅ　エンジン
３　機械式ウォータポンプ
４　ヒータコア
５　排熱回収器
６　作動油用熱交換器
７　蓄熱タンク
８　２方弁
９　電動式ウォータポンプ
Ｈ１～Ｈ１１　配管及びホース
Ｃ１　第１の冷却水循環回路
Ｃ２　第２の冷却水循環回路
Ｃ３　第３の冷却水循環回路
Ｃ４　第４の冷却水循環回路
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【図７】
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